
　持続可能な社会を担う人材育成のためのESDを推進しようと、各地の取組を支
援・共有するための仕組みのひとつとして「ESD活動支援センター」が設置され
ました。地域で広がる課題解決のための学び
をつないでいくことにより相乗効果・波及効
果を高めます。
　地方ESD活動支援センターは2017年７月
から各地方EPOに開設され、ブロックでのマ
ッチングのほかESD活動のための学びの場づ
くりやつなぎ手としての役割を担います。地
域の活動支援センターを是非ご活用ください。
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「つな環」はインターネットからもご覧いただけます。
http://www.geoc.jp/information/tsunakan
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「歩く観光」九州自然歩道を活用した
地域ぐるみの観光振興
山内一平（環境省九州地方環境パートナーシップオフィス）

全国8カ所に設置された
環境パートナーシップオフィス（EPO）の活動

　歩きながら地域交流するツーリズ
ムが人気だが、九州では7県をネッ
クレス状に結ぶ約3,000Kmの「九
州自然歩道」がロングトレイルとし
て親しまれている。しかし、設置か
ら30年以上経過し、歩道の老朽化
や整備の遅れ等の問題が表面化して
きた。
　そこで、九州自然歩道をさらに魅
力あるロングトレイルとし、持続的

に地域の環境保全や地域活性化の拠
点にすることを目指し、「九州自然
歩道フォーラム」（事務局　NPO法
人グリーンシティ福岡）が設立され
た。この取組は環境省の事業に採択
され、EPO九州が伴走支援を行った。
主な取組として、アウトドア団体や
自治体を巻き込みながら、情報交換
の九州自然歩道フォーラムミーティ
ングの開催、おすすめコースの選定
やウォークイベントの実施、WEB
サイト作成や通信紙発行、踏破証制
度がある。イベントを通じて、歩道
の利用者も管理に関わる協働型の歩
道活用がポイントだ。
　環境省も「国立公園満喫プロジェ
クト」を通じ、国立公園のブランド
化と外国人観光客の誘致に取り組ん
でいて、九州からは阿蘇くじゅう国

立公園と霧島錦江湾国立公園の2カ
所が選定。いずれも九州自然歩道の
ルートに重なっている。「歩く文化」
が定着するなかで、多くの人が豊か
な九州の自然を求め、九州自然歩道
を訪れることが見込まれる。
　観光・ツーリズムが多様化するな
か、九州自然歩道の利用者と管理者
をつなぐ九州自然歩道フォーラムの
あり方は一つのモデルだ。百聞は

「一歩」に如かず。まずは九州自然
歩道を歩いてみてはいかがだろう。

2007年9月に開設された九州地方の環境パー
トナーシップづくりの支援拠点。環境省九州地
方環境事務所と民間団体が協働で運営している。
地域で活動する団体等と連携し、協働取組や
ESD環境教育等の推進に取り組む。
https://epo-kyushu.jp/

環境省九州地方
環境パートナーシップオフィス（EPO九州）

つながるEPOネットワーク

九州自然歩道
通信第11号

http://esdcenter.jp/


